


宮城県多賀城跡調査研究所の調査（多賀城跡第 37 次調査）昭和 55

東西大路、万灯会の痕跡と「観音寺」銘墨書土器の発見昭和 58

国守館跡と題箋軸木簡の発見平成２

城南土地区画整理事業に係る発掘調査
平成９

平成 15

-

多賀城地区ほ場整備事業に係る発掘調査
平成 27

令和４

-

三陸自動車道建設に係る発掘調査（宮城県）
昭和 63

平成６

-

道路跡が次々と見つかり、城外におけるまち並みの存在が明らかになりました。

南北方向の道路や運河が発見されました。

東西・南北大路の交差点、橋、大型建物などの発見から、この一帯が城外における最重要地区であることが判明しました。

また、多量の祭祀遺物も見つかり、まち並みにおける信仰の様子も明らかになりました。

新たな道路が発見されたことにより、道路・まち並みの形成過程や内部の様子の解明が進みました。
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南北大路の発見平成５
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期間中、小中学生を対象に
展示を見ながら答えを見つける
歴史クイズを開催！
　　   参加景品あり


